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島
根
県
の
西
端
に
あ
る
吉
賀
町
は
、
日
本
有
数
の

清
流
、
高
津
川
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
山
あ
い
の
町
だ
。
中
で
も
、
柿
木
地
区
は
有

機
農
業
の
里
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
。
吉
賀
町
立

柿
木
中
学
校
は
同
地
区
唯
一
の
中
学
校
で
、
生
徒

は
全
員
、
隣
接
す
る
柿
木
小
学
校
か
ら
入
学
す
る
。

２
０
１
２
年
度
の
生
徒
数
は
３
学
年
計
39
人
、
う
ち

１
年
生
が
11
人
の
小
規
模
校
だ
。

　

12
年
度
に
赴
任
し
た
常
國
芳
文
校
長
は
、
生
徒
と

地
域
の
様
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
総
じ
て
素
直
で
純
朴
で
す
。
生

徒
は
地
域
の
方
々
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
落
ち
着
い
て
生
活
し
て
お
り
、
そ
れ
が
基

礎
学
力
の
土
台
に
も
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

学
力
も
全
体
的
に
高
く
、
特
に
現
２
年
生
は
、
３

年
前
に
始
ま
っ
た
吉
賀
町
内
４
校
の
統
一
テ
ス
ト
で

多
く
の
生
徒
が
上
位
に
入
る
好
成
績
を
収
め
た
。
こ

の
背
景
に
は
、
隣
接
す
る
柿
木
小
学
校
の
手
厚
い
指

導
も
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
年
度
ご
と
に
学
力
差
は
あ
り
、
中
に
は
学
習
習

慣
が
定
着
し
て
い
な
い
生
徒
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
き
ち
ん
と
前
を
向
い
て
授
業
を
受

け
る
、
し
っ
か
り
聞
く
と
い
っ
た
基
本
的
な
学
習
習

慣
を
身
に
付
け
て
入
学
し
て
き
ま
す
。
小
学
校
の
指

導
の
影
響
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
」（
常
國
校
長
）

　

一
方
、
常
國
校
長
が
課
題
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、

生
徒
の
更
な
る
主
体
性
の
育
成
だ
。

　
「
主
体
的
に
学
び
に
向
か
お
う
と
す
る
姿
勢
や
自

ら
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
意
欲
は
、
ま

だ
足
り
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
校
で
は
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
の
姿
勢
を
培

い
学
力
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
４
点
を
重

視
し
て
い
る
。
①
自
信
を
付
け
さ
せ
る
指
導
、
②
徹

底
し
た
学
習
習
慣
の
確
立
、
③
学
年
縦
割
り
の
活
動

に
よ
る
主
体
性
の
涵か

ん

養
、
④
学
校
全
体
で
取
り
組
む

学
習
も
行
事
も
学
年
縦
割
り
の

活
動
で
１
年
生
の
意
識
を
高
め
る

島
根
県

吉よ

し

賀か

町
立
柿か

き

の

き木
中
学
校

全
校
生
徒
39
人
の
吉
賀
町
立
柿
木
中
学
校
で
は
、
小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
、

生
徒
の
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
。
自
学
自
習
の
習
慣
付
け
、
先
輩
と
の
縦
割
り
活
動
な
ど
で
、

学
ぶ
意
欲
や
自
信
を
付
け
さ
せ
、
地
域
で
も
高
い
学
力
を
維
持
し
て
い
る
。

学
校
事
例

2
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
姿
勢
や

挑
戦
す
る
意
欲
を
育
て
た
い

◉
課
題
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生
徒
・
教
師
の
意
識
の
醸
成
で
あ
る
。
次
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

学
習
に
前
向
き
に
取
り
組
む
た
め
の
原
動
力
の
１

つ
と
な
る
の
は
、「
自
分
に
も
出
来
る
」
と
い
う
自

信
だ
。
同
校
に
お
い
て
も
、
１
年
生
で
は
学
力
面
で

で
き
る
だ
け
自
信
を
付
け
さ
せ
る
指
導
を
重
視
し
て

い
る
。

　

実
は
数
年
前
、
同
校
で
は
生
徒
の
無
気
力
さ
や
基

本
的
生
活
習
慣
の
欠
如
が
問
題
と
な
っ
た
時
期
が

あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
赴
任
し
た
１
学
年
主
任
の
江
山

薫
先
生
は
、そ
う
し
た
問
題
を
改
善
し
て
い
く
に
は
、

基
礎
学
力
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
て
、
生
徒
に
自
信

を
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。

　
「
10
年
度
の
１
年
生
で
は
、
入
学
当
初
か
ら
島
根

県
教
育
委
員
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い

る
復
習
プ
リ
ン
ト
を
活
用
し
て
、
小
学
校
段
階
の
学

習
内
容
に
繰
り
返
し
取
り
組
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
て
か
ら
、
そ
の
年
の
『
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
』
の
小
学
６
年
生
と
同
じ
問

題
に
取
り
組
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
高
い
正
答
率
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
し
た
」（
江
山
先
生
）

　

そ
の
後
、
県
の
復
習
プ
リ
ン
ト
の
配
信
は
な
く

な
っ
た
が
、
江
山
先
生
が
作
成
し
た
プ
リ
ン
ト
を

使
っ
て
、
１
年
生
段
階
の
復
習
を
丁
寧
に
行
っ
て
い

る
。そ
の
成
果
も
あ
り
、１
年
生
で
基
礎
学
力
が
し
っ

か
り
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

特
に
学
習
が
苦
手
な
１
年
生
に
対
し
て
は
、
個
別

補
習
も
行
う
。
あ
る
生
徒
は
、「
勉
強
を
中
心
に
見

て
ほ
し
い
」
と
い
う
保
護
者
の
意
向
に
よ
り
、
数

学
・
英
語
を
中
心
に
継
続
的
な
個
別
補
習
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
長
期
休
業
中
も
、
一
斉
学
習
（
後
述
）

の
後
、
校
長
室
で
補
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
も

い
る
と
い
う
。

　
「
定
期
考
査
の
結
果
が
毎
回
思
わ
し
く
な
い
と
、

学
習
だ
け
で
な
く
、
学
校
そ
の
も
の
が
嫌
い
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
十
数
点
で

も
30
点
、
40
点
と
得
点
が
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
達
成

感
か
ら
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
学
習
に
前
向

き
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
江
山
先
生
）

　

基
礎
学
力
の
定
着
に
よ
っ
て
自
信
を
付
け
る
指
導

と
並
び
、
同
校
が
重
視
す
る
の
は
、
学
習
習
慣
の
確

立
の
た
め
の
徹
底
し
た
指
導
だ
。
そ
の
重
要
な
ツ
ー

ル
が
、全
校
で
実
施
す
る
「
自
主
学
習
（
自
学
）
ノ
ー

ト
」
で
あ
る
。
毎
日
、自
ら
教
科
を
選
び
、最
低
ノ
ー

ト
２
ペ
ー
ジ
分
を
学
習
す
る
。
１
日
４
、５
ペ
ー
ジ

取
り
組
む
生
徒
も
多
く
、
定
期
考
査
前
に
は
週
末
だ

け
で
ノ
ー
ト
１
冊
を
終
え
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　

特
徴
は
、
ノ
ー
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
方
と
提
出
方

法
だ
。
自
学
ノ
ー
ト
と
い
う
と
、
担
任
が
学
級
の
生

徒
の
ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的

だ
が
、
同
校
で
は
学
年
縦
割
り
で
班
を
つ
く
り
、
班

ご
と
に
担
当
教
師
を
割
り
当
て
る
。
具
体
的
に
は
、

教
師
１
人
に
つ
き
１
年
生
２
人
、
２
年
生
３
人
、
３

年
生
１
人
と
受
け
持
ち
の
生
徒
を
決
め
て
、
学
年
を

超
え
て
全
教
員
で
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
提
出
先
は
縦
割
り
班
の
リ
ー
ダ
ー

の
３
年
生
。
朝
礼
終
了
後
、
３
年
生
が
１
・
２
年
生

の
教
室
を
訪
れ
て
自
分
の
班
の
ノ
ー
ト
を
集
め
、
担

当
教
師
に
手
渡
し
で
提
出
す
る
。
３
年
生
を
回
収
役

と
し
た
の
は
、
１
・
２
年
生
に
と
っ
て
、
教
師
よ
り

も
先
輩
を
提
出
先
に
し
た
方
が
き
ち
ん
と
取
り
組
も

う
と
い
う
意
識
が
働
く
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
方
法
に
し
た
の
は
、
常
國
校
長
の
経
験
に
あ

る
。

　
「
前
任
校
で
は
、
自
習
プ
リ
ン
ト
を
レ
タ
ー
ケ
ー

ス
に
入
れ
て
生
徒
に
持
ち
帰
ら
せ
、
週
１
回
、
担
当

教
師
に
提
出
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
週
１
回

の
点
検
で
は
継
続
的
な
学
習
習
慣
に
つ
な
が
ら
ず
、

徹
底
し
た
復
習
で
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ

１
年
生
に
自
信
を
持
た
せ
る

◉
自
信
を
付
け
さ
せ
る
指
導

１
年
生
も
３
年
生
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
で

学
習
へ
の
意
識
を
向
け
さ
せ
る

◉
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着

吉
賀
町
立
柿
木
中
学
校
校
長

常
國
芳
文　
つ
ね
く
に
・
よ
し
ふ
み  

「W
here there is a w

ill, there is a 
w

ay.

意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
あ
る
」

吉
賀
町
立
柿
木
中
学
校

江
山
薫　
え
や
ま
・
か
お
る 

１
学
年
主
任
。「
継
続
は
力
な
り
。
生
徒
に

も
結
果
が
す
ぐ
に
出
な
く
て
も
続
け
る
大
切

さ
を
伝
え
た
い
」
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特集

中学１年生の良さを伸ばす

積
極
的
に
取
り
組
む
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生
徒
の
差

が
生
ま
れ
て
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
雰
囲
気
を
つ
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
提
出
し
な
い
生
徒
に
教
師
側

が
根
負
け
し
、
指
導
の
継
続
を
諦
め
て
し
ま
う
状
況

も
生
ま
れ
ま
し
た
」（
常
國
校
長
）

　

そ
こ
で
、
同
校
で
は
、「
我
が
子
」
と
し
て
か
か

わ
ろ
う
と
い
う
共
通
理
解
を
図
り
、
生
徒
の
提
出
を

毎
日
確
実
に
促
し
、
全
教
師
で
生
徒
の
学
習
を
支
援

す
る
体
制
と
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
ノ
ー
ト
は
、
担
当
教
師
が
点
検
し
、

「
少
し
ず
つ
や
る
気
が
出
て
き
た
の
は
い
い
こ
と
だ

と
思
う
」「
英
語
や
社
会
も
徐
々
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
な
ど
の
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
む
。

教
科
の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
な
場
合
は
、

「
○
君
は
方
程
式
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
で
、
良
い

練
習
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
教
科
担
当
に
聞
い

た
上
で
書
き
込
む
。
点
検
後
は
、
担
当
教
師
が
学
年

部
の
ボ
ッ
ク
ス
に
ノ
ー
ト
を
入
れ
て
、
集
配
係
が
各

学
年
の
生
徒
に
返
却
す
る
。

　

更
に
、
取
り
組
み
の
効
果
を
増
す
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
工
夫
も
し
て
い
る
。

①
ノ
ー
ト
に
は
必
ず
日
付
、
学
習
時
間
、
学
習
の
目

的
を
記
入
す
る
。
生
徒
が
目
的
意
識
を
持
っ
て
、

計
画
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

②
家
庭
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、「
自
主
学
習
ノ
ー

ト
振
り
返
り
シ
ー
ト
」を
月
１
回
提
出
す
る（
図
）。

月
末
に
生
徒
自
身
が
反
省
を
、
担
当
教
師
が
コ
メ

ン
ト
を
書
き
、
保
護
者
の
検
印
を
も
ら
う
。

③
教
師
が
出
張
な
ど
で
不
在
と
な
る
場
合
は
、
担
当

の
班
を
持
た
な
い
常
國
校
長
と
養
護
教
諭
、
も
し

く
は
担
当
教
師
が
所
属
す
る
学
年
部
が
対
応
し
、

毎
日
確
実
に
ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

ま
た
、
学
期
に
１
回
、
ク
ラ
ス
内
で
自
学
ノ
ー
ト

の
見
せ
合
い
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
友
だ
ち
の

ノ
ー
ト
を
見
て
、
良
い
点
や
参
考
に
な
っ
た
点
な
ど

を
付
せ
ん
に
書
い
て
貼
る
と
い
う
活
動
だ
。
生
徒
は

月
１
回
の
振
り
返
り
シ
ー
ト
で
自
習
の

状
況
を
保
護
者
に
も
知
っ
て
も
ら
う

図 「自主学習ノート振り返りシート」

「自主学習ノート振り返りシート」には、生徒が毎月、自ら自主学習ノートにど
のように取り組んだのかを書き、担当教師が良い点を褒めたり、アドバイスをし
たりする。保護者が子どもの家庭学習の様子を知る機会にもしている
＊同校の資料をそのまま掲載

写真　「自学ノート」。生徒同士でノートを見せ合い、良いと思った点、まねした
い点などを付せんに書いて貼る。



18［中学版］2012 Vol .4

友
だ
ち
の
指
摘
を
受
け
て
、
自
分

の
学
習
法
の
良
さ
が
分
か
る
と
共

に
、
友
だ
ち
の
ノ
ー
ト
を
見
る
こ

と
で
自
分
の
課
題
に
気
付
き
、
改

善
を
図
る
（
Ｐ
．17
写
真
）。

　

１
年
生
に
は
、
自
学
自
習
の
方

法
を
習
得
す
る
た
め
に
、
授
業
中

に
「
こ
こ
は
自
学
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
て
お
く
と
い
い
よ
」「
自
学
ノ
ー

ト
に
表
を
書
い
て
お
こ
う
」
と
い

う
よ
う
に
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
。
１
年
生
の
う
ち
は
自

学
自
習
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
生

徒
も
多
い
た
め
、
ヒ
ン
ト
を
出
し

て
、
自
学
の
コ
ツ
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
自
信
を
高
め
る
た
め
、
学
年
間
の
交
流
を

日
常
的
に
展
開
し
て
い
る
の
も
、
同
校
の
特
徴
だ
。

　

学
校
行
事
は
、ほ
と
ん
ど
を
縦
割
り
班
で
活
動
し
、

上
級
生
が
下
級
生
を
指
導
す
る
。
例
え
ば
、
文
化
祭

の
最
後
を
飾
る
ソ
ー
ラ
ン
節
の
指
導
は
、
代
々
、
３

年
生
の
役
割
だ
。
１
年
生
は
先
輩
か
ら
学
校
文
化
を

伝
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
責
任
と
誇

り
を
感
じ
取
っ
て
い
く
。

　

生
徒
会
役
員
に
な
り
た
い
と
い
う
下
級
生
が
多
い

の
も
、
憧
れ
の
先
輩
に
少
し
で
も
近
付
き
た
い
と
い

う
生
徒
の
思
い
の
表
れ
だ
ろ
う
。
13
年
度
生
徒
会
の

役
員
選
出
で
は
、
立
候
補
す
る
生
徒
が
例
年
に
な
く

多
く
、
出
来
る
限
り
多
く
の
生
徒
に
役
割
意
識
と
責

任
を
持
た
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
役
員
数
を
増

や
し
た
。

　
「
先
輩
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
て
、『
自
分
も

あ
ん
な
先
輩
に
な
り
た
い
』
と
い
う
憧
れ
を
持
つ
こ

と
が
生
徒
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
委
員
会
活
動
を
通
し
て
自
治
性
を
育
み
た
い

と
い
う
先
生
方
の
意
識
が
根
付
い
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
」
と
常
國
校
長
は
評
価
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
組
織
的
な
活
動
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
学
校
全
体
で
学
習
に
向
か
う
雰
囲
気
を
醸

成
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

　

そ
う
し
た
雰
囲
気
づ
く
り
の
１
つ
が
、
朝
礼
前
の

朝
学
習
だ
。
８
時
10
分
か
ら
の
10
分
間
、
職
員
朝
礼

の
時
間
を
生
徒
の
自
学
自
習
に
充
て
て
い
る
。
１
年

生
に
は
、
こ
の
時
に
同
一
の
課
題
を
出
し
、
週
末
に

確
認
テ
ス
ト
を
行
っ
て
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
。

朝
学
習
と
長
期
休
業
中
の
一
斉
学
習
で

静
か
に
学
習
に
取
り
組
む
環
境
を
つ
く
る

◉
学
校
全
体
で
取
り
組
む
意
識
の
醸
成

上
級
生
か
ら
教
わ
る
こ
と
で

学
校
文
化
へ
の
意
識
が
高
ま
る

◉
学
年
縦
割
り
の
活
動

コラム　学校通信「とびのこ」

学校通信「とびのこ」には、生徒指導や人権教育、その他、常國校長が生徒や保
護者に伝えたいメッセージが満載だ。編集・執筆は常國校長が行い、月１回発行
する。学校行事の報告やＰＴＡ総会の案内など、基本的な情報開示はホームペー
ジで行い、学校通信では、学校として生徒・保護者と共有したい思い、生徒と地
域の触れ合いの様子などを伝えることを目的とする。教育長や小・中学校、民生
委員などにも配布したところ、地域の人々からも毎月届けてほしいという声が挙
がるようになった。現在も、学校と地域をつなぐツールとして機能している。
＊同校の資料をそのまま掲載
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中学１年生の良さを伸ばす

例
え
ば
、あ
る
週
は
数
学
の
方
程
式
の
課
題
を
出
し
、

金
曜
に
テ
ス
ト
を
行
い
、
基
準
点
に
達
し
な
い
生
徒

は
、
放
課
後
、
補
習
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ま
せ
る
。

　
「
不
合
格
者
の
多
く
は
、
放
課
後
を
待
た
ず
、
昼

休
み
に
自
ら
補
習
プ
リ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
来
ま
す
。

補
習
に
参
加
し
て
部
活
動
に
遅
れ
る
と
準
備
を
上
級

生
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
放
課
後
の
居
残
り

は
避
け
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
で
す
」（
江
山
先
生
）

　

長
期
休
業
中
に
は
、
部
活
動
前
に
生
徒
全
員
が
集

ま
り
一
斉
学
習
を
行
う
。夏
休
み
は
７
時
45
分
か
ら
、

冬
休
み
と
春
休
み
は
８
時
か
ら
１
時
間
、
宿
題
や
町

の
統
一
テ
ス
ト
、
学
力
テ
ス
ト
に
向
け
た
学
習
に
取

り
組
む
。

　
「
長
期
休
業
中
は
、
学
習
時
間
が
確
保
し
や
す
い

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
、
生
徒
は
朝
早
く

か
ら
部
活
動
の
練
習
を
し
、
家
に
帰
る
と
疲
れ
て
寝

て
し
ま
い
ま
す
。
中
学
校
は
と
か
く
部
活
動
が
優
先

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
部
活
動
が
始
ま
る
前
に
１
時

間
、
学
習
に
落
ち
着
い
て
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、

生
徒
に
『
ま
ず
は
勉
強
』
と
い
う
意
識
が
根
付
い
て

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
常
國
校
長
）

　

学
校
全
体
で
学
習
へ
の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
に

は
、教
師
の
意
思
統
一
も
欠
か
せ
な
い
。
同
校
で
は
、

①
学
習
、
②
委
員
会
活
動
、
③
部
活
動
と
、
生
徒
が

取
り
組
む
べ
き
こ
と
の
順
序
を
明
確
に
し
、
教
師
間

で
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
る
。

　

部
活
動
の
優
先
順
位
は
相
対
的
に
低
い
が
、
決
し

て
部
活
動
を
軽
ん
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
校

の
実
績
を
見
て
も
、
陸
上
部
は
郡
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
実
力
で
あ
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
近
年
、
力
を

伸
ば
し
て
い
る
。
卓
球
部
は
、
12
年
度
に
石
見
地
区

大
会
で
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
「
学
習
と
部
活
動
の
め
り
は
り
を
き
ち
ん
と
付
け

る
こ
と
で
、
部
活
動
に
対
す
る
集
中
力
も
高
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
江
山
先
生
）

　

12
年
度
に
は
校
長
・
教
頭
も
含
め
た
教
師
全
員
が

授
業
を
公
開
す
る
取
り
組
み
も
始
め
た
。
常
國
校
長

も
英
語
の
授
業
を
行
い
、
教
師
全
員
が
参
観
し
た
。

　
「
生
徒
に
単
に
学
習
し
な
さ
い
と
言
う
だ
け
で
は
、

説
得
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
公
開
は
、
先
生
た
ち

も
勉
強
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
君
た
ち
も
頑
張
り
な

さ
い
と
い
う
、
私
た
ち
か
ら
の
生
徒
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
も
な
る
の
で
す
」（
常
國
校
長
）

　

12
年
度
、
常
國
校
長
は
「
故
郷
を
愛
し
、
礼
儀
を

重
ん
じ
、
確
か
な
学
力
を
備
え
た
、
自
他
の
人
権
を

尊
重
す
る
生
徒
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
特

に
、
あ
い
さ
つ
指
導
や
人
権
教
育
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
「
本
校
に
は
、
一
対
一
で
は
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ

が
出
来
て
も
、
集
団
の
中
に
入
る
と
先
に
あ
い
さ
つ

が
出
来
な
く
な
る
生
徒
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
以

外
に
も
行
動
す
る
人
が
い
る
と
、
ど
う
も
他
人
事
に

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
生
徒
に
は
、
集
団
の
中

で
も
自
ら
あ
い
さ
つ
や
行
動
が
出
来
る
『
型
』
を
身

に
付
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
常
國
校
長
）

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
ど
こ
ま
で
徹
底
で
き
る
か

は
、
教
師
に
ど
れ
だ
け
「
我
が
子
の
よ
う
に
生
徒
を

見
守
る
心
」
が
あ
る
か
だ
と
、
常
國
校
長
は
説
く
。

　
「
学
習
指
導
に
せ
よ
生
徒
指
導
に
せ
よ
、
大
切
な

の
は
、
ど
れ
だ
け
教
師
が
生
徒
に
『
あ
な
た
の
こ
と

を
思
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
頑
張
り
な
さ
い
』
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ら
れ
る
か
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
自
分
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
れ
ば
、
そ

の
思
い
は
真
綿
に
水
が
し
み
込
む
よ
う
に
生
徒
の
意

識
に
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。『
自
分
は
見
捨
て
ら
れ

て
い
な
い
』
と
い
う
素
直
な
心
が
、
学
び
に
向
か
う

素
地
を
つ
く
る
の
で
す
」（
常
國
校
長
）

①
学
習
、
②
委
員
会
、
③
部
活
動
と

活
動
の
優
先
順
位
を
明
確
化

　教育に派手な取り組みは必要ありません。大切なのは、
漫然と指導するのではなく「指導し切る」ことです。優
れた取り組みであっても、尻すぼみになっては意味があ
りません。大切なのはシステムや言葉ではなく、根負け
しない継続的な実践ではないでしょうか。教師が、これ
を続けていけば確実に力が付くと信じた取り組みを、地
道に、確実に続ける。生徒が諦めたりだらけたりした時
は信念を持って「続けなさい」と諭し、成果が出た時は「よ
くやった」と励ます。一連の過程を経た後に、生徒は学
ぶ楽しさに出合うと信じています。

常國校長が考える１年生に大切な指導




